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令和６年度 １２月補正予算案の概要 

 防災拠点校の体育館における避難者の生活環境の改善を図るとともに、公共事業等の施工時期の平準化及び適

正工期の確保を図るなど当面対応すべき事業について補正予算を編成した。 

【補正予算の内容】 

（１）防災拠点校の体育館における避難者の生活環境の改善 

（２）公共事業等の施工時期の平準化・適正工期の確保等 

（３）その他 

資料２ 



- 2 - 

 

 

１ 補正予算額 
 

区 分 補 正 前 補 正 額 計 

一 般 会 計（第３号） ２兆１，２８５億３，０８７万９千円 ９億５，７０７万３千円 ２兆１，２９４億８，７９５万２千円 

特 別 会 計 １兆２，２２６億３，８００万９千円 ５４億１，２７１万７千円 １兆２，２８０億５，０７２万６千円 

公営企業会計    ２，１２１億４，７１１万５千円 △４億８，１３８万９千円     ２，１１６億６，５７２万６千円 

合 計 ３兆５，６３３億１，６００万３千円 ５８億８，８４０万１千円 ３兆５，６９２億  ４４０万４千円 

 

 

２ 補正予算の財源内訳（一般会計） 
 

歳 出 
財 源 内 訳 

国 庫支出 金（＊１） 諸 収 入（＊２） 繰 越 金 

９億５，７０７万３千円 １，３００万円 ５，２０８万円 ８億９，１９９万３千円 
 

 ＊１ 国庫支出金の内訳 

   ・基幹水利施設管理事業費補助金 
 
 ＊２ 諸収入の内訳 

   ・公営競技事業収入 

 

  



- 3 -

３ 補正予算の内容 

（１）防災拠点校の体育館における避難者の生活環境の改善

ア 防災拠点校への空調設備の設置＜債務負担行為の設定＞             ５，５３９万円

大規模災害発生時の長期の避難生活においても、熱中症等の危険性がない安心・安全な環境を確保するた

め、防災拠点校の体育館への空調設備の設置に係る設計について、早期に着手する。  【教育局】 

（２）公共事業等の施工時期の平準化・適正工期の確保等

ア 施工時期の平準化等＜債務負担行為の設定＞

（ア）公共事業等  限度額 １１８億５，０７０万円 

【農林部】【県土整備部】【都市整備部】 

（イ）県有施設改修事業 限度額  １５億５，６３４万１千円 

 【総務部】 

（ウ）県立学校改修事業等  限度額 １２４億２，８４８万５千円 

【教育局】 

（エ）工業用水道施設・水道施設修繕事業等（工業用水道事業会計・水道用水供給事業会計）

 限度額 ２２億２，３５５万４千円 

【企業局】 

イ 適正工期の確保＜繰越明許費の設定＞   １８６億３，４４７万５千円 

【農林部】【県土整備部】【都市整備部】 
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（３）その他  ５８億８，８４０万１千円 

 

  ア 競輪事業に係る費用の追加（公営競技事業特別会計）           ５４億１，２７１万７千円 

    競輪事業のインターネット販売が好調に推移し、今後の売上額の見込みが当初の想定を上回るため、当た 

   り車券（勝者投票券）の払戻金や収益増加に伴う一般会計繰出金等を増額する。             【総務部】 

 

  イ 富士見上南畑地区産業団地整備事業の継続費の変更（地域整備事業会計）  △４億８，１３８万９千円 

    軟弱地盤であることが判明し、調整池の工事に時間を要するため、事業期間を延長する。  【企業局】 

     期間の延長 令和元年度から令和６年度 → 令和元年度から令和７年度 

     年割額の変更 令和６年度年割額 △４億８，１３８万９千円 

            令和７年度年割額  ４億８，１３８万９千円 

 

 

  ウ 県有施設等における光熱費高騰への対応 

   （ア）農業水利施設の省エネ化等に取り組む施設管理者への支援金の交付        １，３００万円 

                                              【農林部】 

 

   （イ）県有施設における光熱費の増額                       ９億４，４０７万３千円 

                                  【県土整備部】【教育局】【警察本部】                                     

    

 

 




